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パートナーシップ・サポートセンター

63■新春挨拶　ＣＳＲとＮＳＲをつなぐ時代へ
■第６回パートナーシップ大賞グランプリ発表＆贈呈式

■グランプリ受賞事業「地域社会の防災力の向上に向けた協働事業」
■ミニ講演「パートナーシップで進めるエココミュニティ」

■PICK　UP　
　　　「環境ＮＧＯと市民の集い」
　　　新春交流会
■２００８年主な活動１１月～１２月
■事務局だより

発行　特定非営利活動法人
パートナーシップ・サポートセンター
TEL (052)762-0401

CSRとNSRをつなぐ時代へ

　「市民・NGO・企業が協働して生物多様性の豊かな社会

へ」をテーマに、NGO・企業との協働の可能性を探り、環境

問題の啓発、市民・NPO／NGO・企業のネットワーク促進を

図ることを目的とした集いを開催します。

　環境問題に関心のある方、必見の集いです!　NPO／NGO、

企業、行政、そして一般市民の方々からも申し込みが続々。

ネットワークづくりにもこの機会にぜひご参加下さい。
　

◆日時：平成２１年１月２３日（金）　１２：３０～１８：００

◆会場：ウィルあいち　大会議室（名古屋市）

◆参加費：無料(交流会参加費　２，０００円）　

　・基調講演「企業のCSR活動とNGOの協働が

　　　　　　　　　創り出す生物多様性の豊かな社会へ」

　　　　　　　　　講師　香坂　玲氏（名古屋市立大学准教授）

　・地球環境基金助成団体の助成活動成果の発表（３分科会）

　・ポスター形式活動発表

　・企業とNPOとの協働事例発表、全体意見交換会、交流会　

◆主催：独立行政法人環境再生保全機構地球環境基金

◆後援：環境パートナーシップ・CLUB（EPOC）

　２００９年１月２６日（月）１８：００から「PSC新春交流会」

を開催いたします。

　ＰＳＣの事務所と同フロアに新たに一室がふえ、ピアザ

と併せて交流サロンや各種講座の教室としてみなさまに

も利用いただく機会があると思います。

　まずは会員のみなさまにご披露したく、オープニングパ

ーティを恒例の新春交流会を兼ねて開催いたします。

　新年を迎え、新たな出会いや会員相互

のコラボレーションが誕生するよう、みなさ

まお気軽にご参加ください｡お待ちしてお

ります。＊詳しくは同封のチラシをごらん

ください。（下平）
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福祉のまちづくりリーダー養成講座①、保養所打合せ
NPO喫茶運営会議、協働RMワーキング会議
「企業との協力関係構築に向けての取り組み」ＣＳＲ＆ＮＰＯセミ
ナー講演、特別な休暇制度普及促進事業「経営者セミナー」参加
名古屋市公共事業評価監視委員会
あいち未来塾⑤
「ＮＰＯ法10周年シンポジウム」参加
福祉のまちづくりリーダー養成講座②
デンソーユニティーサービス研修講師
おうみ未来塾運営委員会
愛知県就業促進課訪問、愛知県環境部調査打合せ
福祉のまちづくりリーダー養成講座③
地域福祉型福祉事業担い手フォロー事業相談
ＳＶ会議
中部電力環境懇談会
第６回パートナーシップ大賞発表･贈呈式
福祉のまちづくりリーダー養成講座④、経産省＆ソシオエンジ
ン打合せ(東京）、「新公益法人制度実践セミナー」(東京)参加
愛知県女性総合センター（ウィルあいち）運営会議、協働
RMワーキング会議、愛知県来所
なごや環境大学、名古屋開府400年記念事業実行委員会
横浜市市民活動推進局来所
みとよ青年会議所講演(香川)
ボラみみより情報局総会参加、全国公共経営機構(準）会議（東京）

市民セクター全国会議２００８（東京）、民間支援センター
CEOミーティング（東京）
福祉のまちづくりリーダー養成講座⑤
アジア保健研修財団「NPO人材育成研修」個別指導
環境・CSR調査分析検討委員会③、ソシオエンジン来
所、「協働アイデアコンテスト」CIAC打合せ
みやぎNPOマネジメントセミナー（大崎市）講師、あいち未来塾⑥
みやぎNPOマネジメントセミナー（石巻市）講師
NPO喫茶運営会議、名古屋開府400年記念事業実行委員会
福祉のまちづくりリーダー養成講座⑥
保養所コンサル
「信頼されるＮＰＯのための協働力向上セミナー」①
地域福祉型福祉事業担い手フォロー事業相談
あいち子どもNPOセンター理事会・学習会
あいち未来塾塾生自主企画活動(フィールドワーク）
愛知県就業促進課訪問
福祉のまちづくりリーダー養成講座⑦
第3回企業＆NPO協働アイデアコンテスト
SV会議
第3回企業＆NPO協働アイデアコンテスト団体フォロー
パートナーシップ大賞調査委員会議
福祉のまちづくりリーダー養成講座⑧
経産省地域新事業創出発展基盤促進事業委員会(東京)
全国経営公共機構(準）会議(東京)

　初めての東京開催となった

第５回パートナーシップ大賞

（2007.11.10）。グランプリ事

例「点から線へ、線から面へ

のまちづくり」事業をはじめ、

ヒアリング調査に伺った１２

事例を紹介しています。今回

は事例を中心にし、一人でも

多くの方にご覧いただけるよう、

お求めいただきやすい価格に

しました。回を追うごとに進化

し、様々な形を見せる協働事

例をぜひお確かめください。

「第5回パートナーシップ大賞」受賞事例集

『点から線へ　線から面へ』のご紹介

１１月２３日発売　会員価格１，０００円（税込）
　　　　　　　　　　　　　　　（定価１，０５０円）

　パートナーシップ大賞事務局を担当して4年目になりますが、ハー
ドスケジュールの中、最終プレゼンの準備をしていただく団体や企
業の担当者さんとは、発表前日までやりとりが続きました。何とか準
備が整い本番を目前にとある企業担当者さんとの電話でのやりとり
では「それではプレゼン頑張ってください」と声をかけさせていただ
きましたら「水野さんも頑張ってください」と逆に励まされ、ずっと張り
つめていた心がほっ♥と温かくなりました。最終プレゼンはどの事業
も素晴らしいもので、仕事を忘れて聞き入ってしまうほどで、素直に
感動しました。この感動と出会いが、次の事業に繋がるようにしたい
と思っています。２００９年もよろしくお願いします。（水野）

人をつなぐ未来につなぐ新春交流会

好評発売中

　１１月２３日（日）「第６回パートナーシップ大賞」の

最終審査と発表・贈呈式が、ウイルあいちにおいて、

盛大に行われました。全国から応募のあった２２事

業のうち、第一次選考、第二次選考を通過した６事

業による最終プレゼンテーションとその結果発表に

注目が集まりました。

　全国から集まった１２０名余りの来場者のみなさん

が、各事業工夫を凝らしたプレゼンに熱心に耳を傾

け、グランプリの行方を見守りました。今年は二次選

考の段階から非常に接戦で、最終選考でも各審査

員らの白熱した議論が繰り広げられました。

　その激戦を勝ち抜いてグランプリに輝いたのは、ＮＰＯ法人プラス・アーツ（大阪府）と、

東京ガス株式会社（東京都）との協働事業「地域社会の防災力の向上に向けた協働事

業」です。阪神淡路大震災の経験にアートやデザインの力をプラスし、防災に役立つ新し

いコンテンツを次々に開発しているＮＰＯと、災害時に市民の生活を守るインフラ企業と

のコラボレーションは、まさに新しい協働のカタチとも言えます。地域の防災力の向上と

いうテーマは、地震大国日本の各地域が抱える問題でもあり、全国への拡がりが期待さ

れるところです。（水野）

■第６回パートナーシップ賞【５事業】
■協働の夢に乾杯！懇親会

4.4.
5.5. ■地に足が着いたSRに感銘

■「ＮＰＯ誕生（本講座第１号）！」かも？
■相互啓発でレベルアップ！
■ＰＳＣ岸田の全国行脚

新春挨拶

　第６回パートナーシップ大賞グランプリ発表＆贈呈式！
　　　　「地域社会の防災力の向上に向けた協働事業」

『環境NGOと市民の集い』
生物多様性をテーマに

『環境NGOと市民の集い』
生物多様性をテーマに

　第６回パートナーシップ大賞グランプリ発表＆贈呈式！
　　　　「地域社会の防災力の向上に向けた協働事業」

　新年のごあいさつを申し上げます。
　世界の経済が同時に動く時代。私たちの生活を直撃し、急激に雇用状況が悪化しています。こういう時
代だからこそ、なおＣＳＲ（企業の社会的責任）が問われます。今年こそ、ＣＳＲを高く掲げてＮＰＯと
ともに歩む企業が増えることを期待したいものです。
　一方、昨１２月１日にはＮＰＯ法施行１０周年を迎え、また同時に新公益法人制度が発足するなど、私
たちＮＰＯの周りでは確実に時を刻んでいます。
　私たちパートナーシップ・サポートセンター(ＰＳＣ)も、昨年７月にはみなさまとともに１０周年を祝
うことができました。また、２００２年から始まった「パートナーシップ大賞｣事業は着実に日本各地へ
と広がり、１１月に開催した「第６回」はＮＰＯと企業の協働のみごとさに参加者がみな感動するほどに
成長しています。
　とはいえ、ＰＳＣにとって今年は正念場。社会における役割をどれだけ自覚し、ミッションを高く掲げて
いかにその使命を果たすか。ＮＳＲ（ＮＰＯの社会的責任)のひとつとして、悪化した雇用の一部を担える
力を蓄え、それがＮＰＯの発展へとつながる時代にしていきたいものです。
　新しい年、新たな地平をめざして、本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００９年元旦
　　　　　　　特定非営利活動法人パートナーシップ・サポートセンター(ＰＳＣ)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表理事　岸田 眞代

 

 

■第３回企業＆NPO協働アイデアコンテスト
■第３回協働アイデアコンテスト『講評』
■最優秀賞受賞コメント　会場の声援に感激！
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行政

NPO

企業行政
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ＰＳＣ岸田の全国行脚

　今回も岸田は日本列島西へ北へと駆け回りまし
た(ちょっと、オーバーかな？！)。ＰＳＣがサポートし
て経済産業省の事業を実施しているＮＰＯ会員さん
の講座を二つ～NPO対象の企業訪問時のマナー
講座(１０/２９)と、企業向けCSRと協働講座の実施
(１１/６)。｢第６回P賞｣(１～３ページ参照）直前には中
部電力の三重県内の風力発電･水力発電等の視察
を兼ねた第３回環境懇談会（１１/２１）。P賞が終わる
と新公益法人制度についての勉強会（１１/２５）と全
国公共経営機構(仮称)の立ち上げに向けてのＮＰＯ
支援センター有志の会合（１１/２８）で２度東京へ。
　翌日の１１/２９には四国香川県のみとよ青年会議
所の市民まちづくり講演会で、実家の近くへ。姪っ
子が最近ＮＰＯを立ち上げたとかで仲間とともに聞
きに来てくれた。１２/１にはＮＰＯ法１０周年とＣＥＯ
会議で３度目の東京。１２/２はＰＳＣで「まちづくりリ
ーダー養成」講座。１２/３はJICAの依頼により財団
法人アジア保健研修財団(愛知県日進市)で企業と
の協働案の立案を指導。「これまで職員だけでは煮
詰まってしまって、それ以上先にすすめられなかっ
た事業案をぐっと前進させることができた」「あぁ、ま
さにこういうことが知りたかった！」とのお礼メール
が届いた。
　１２/６-７の土日は宮城県へ。大崎市、石巻市で
宮城県主催のＮＰＯマネジメントセミナーに秋田や
福島からの参加者も。雪がちらつく東北から６時間
かけて名古屋に戻った時はすっかり深夜、でした。
　１２/１１は協働とリーダーシップ研修(左記参照）。
１２/２５-２６は、経産省関係等でまたまた東京の予
定。今年もよく働きました！（１２.１８ 岸田）

　１１月４日（火）～１２月２３日（火・祝）全８回にわたり「福祉の

まちづくりリーダー養成講座」（主催：社会福祉法人名古屋市

社会福祉協議会）を開催しました。本講座は「地域の支え合い

に挑戦したい」という方を支援する講座で、夢を事業展開でき

るかたちに作成します。８名の受講者のみなさんの夢は「幼児

から高齢者までみんなが集まれる居場所づくり」「障害者の就

労支援」「ニート・不登校支

援」など。みなさんの話から

は「自ら動かないと始まらな

い」という直向きさが伝わっ

てきました。早くもＮＰＯ設立

申請をされた方もあります。

　ぜひみなさんの応援をお

願いいたします。（下平）

　情報公開の重要性や事業報告書の適正化を図り、協働の全県
拡大を目的として「信頼されるＮＰＯのための協働力向上セミ
ナー」（主催：愛知県）が始まりました。初日の内容は、協働
の基本理解とリーダーシップの要件。ワークショップ後の皆さ
んの声････「合意形成の方法がわかった｣｢スタッフと今日の内
容を共有して、自団体でリーダーを育てて行きたい｣。交流も
活発で、みなさん大きな収穫があったようです。(下平)

企業名

アミタ株式会社
【総合環境ソリューション業】 東京都中央区

小林クリエイト株式会社
【印刷・同関連業】 刈谷市

大栄サービス株式会社
【産業廃棄物処理業】 兵庫県西宮市

株式会社マツザワ瓦店
【屋根工事業、板金工事業】 名古屋市中川区

前田バルブ工業株式会社
【水道用バルブ及び継手製造販売】

株式会社桃の館【菓子企画・製造・販売】 北名古屋市

株式会社山田組
【土木工事、環境・景観整備工事等】

名古屋市中川区

「ＮＰＯ誕生（本講座第１号）！」かも？
　　　　　　　＜福祉のまちづくりリーダー養成講座＞

相互啓発でレベルアップ！

地域の防災力向上に何が必要か～防災に取り組みたいと考えていた企業
と、｢防災の日常化｣をテーマに事業を展開していたＮＰＯが、東京エリアで、
若いファミリー層が楽しみながら学べる新しいカタチの防災訓練の普及や、
市民及び社員向けの防災啓発ツールの開発などを行っている。

第6回パートナーシップ大賞グランプリ受賞事業

ＮＰＯ法人プラス・アーツ　東京ガス株式会社

審査員コメント

　ＮＰＯと企業の双方が同じパッションで地域の防災を行っており、とくにＮ
ＰＯのまっすぐな目を見て、それに応えなくてはいけないと感じた企業。そし
てそう思わせたNPO。この両者の協働がみごとにイコールでつながったと
思います。WIN-WIN-WINという当事者同士だけではなく、地域や社会とつ
ながっている事業として、みごとだと言えるのではないでしょうか。本当にお
めでとうございました。
                 （岸田眞代　（Ｎ）パートナーシップ・サポートセンター代表理事）

受賞者コメント

地域社会の防災力の向上に向けた協働事業

プラス・アーツ永田氏からの電話がきっかけ。全国各地の企業に協働を働
きかける電話をしたところ、「詳しく聞かせてほしい」とたった１社だけ応答
があった。それが東京ガスだった。　 
２０枚ものＦＡＸが送られてきた。圧倒されつつも志を感じた東京ガス山田
氏は、翌朝電話をかけ、「会って話しましょう」。 
山田氏と永田氏、初めての対面で意気投合。ふたりは「地域の防災力向
上に何が必要か」本音をぶつけ合いひんぱんに議論を重ねる。 
東京ガスの企業館「環境エネルギー館」でイザ！カエルキャラバン！開
催。２６００人集客で大成功。 
震災時のガスメーターの復帰方法の浸透を課題と感じていた時、永田
氏から「身近に置きたくなる防災グッズを作ろう!」と提案。
非常食にもなる「ドロップはどうか」と検討。 
当初、注文がきたのは５００個（最低発注単位は５０００個）。山田氏は製造発
注をすべきか迷うが、思い切って発注。デザイナー寄藤氏と出会い、ドロップ
缶の裏側に復帰方法を分かりやすいイラストで表現し、徐々に注文が増加。 
東京ガスの企業館「ガスの科学館」でイザ！カエルキャラバン！開催。
６４００人集客で再び大成功。 
防災担当部署を中心とした社内全体の協力により注文が急増。現在まで
で累計１４５０００個の注文に。しかも全国のガス会社にも活動が拡大。 
防災担当部署より、社員の被災軽減策の取り組みにあたり、「知恵を貸
してほしい」との相談。山田氏は永田氏に相談を持ちかけた。防災担当
者を交え、三者でアイデアを練る。
再び寄藤氏と展開について相談。この取り組みの意義を伝えるコンセプト
づくりが大切とアドバイスされ、「ＳＡＶＥ　ＹＯＵＲＳＥＬＦ」のキャッチフレーズを
考案。 
「ＳＡＶＥ ＹＯＵＲＳＥＬＦ」キャンペーングッズとして東京ガスオリジナル防災
大判ハンカチを寄藤氏のデザインで制作、社員1万人に配布。 
エンドユーザー向けツール（防災に関するパンフレット等）の制作に関する
検討が進行中。

２００５.
　１２月

２００６．
　　１月

２００６．
　　９月　

２００７．
　３月～

２００７．
　　８月　

２００８．
　　３月

２００８．
　　９月

現在

東京ガス＆プラス・アーツ協働へのプロセス

 

　「企業の環境・ＣＳＲ活動等に関する調査・分析

および促進へ向けたアプローチ・ツールの検討

Ⅲ」の一環として、中堅・中小企業を対象とした

環境・ＣＳＲヒアリングを行いました。（愛知県内５

社、県外２社。）

　地域が抱える課題解決や持続可能な発展の

ために取り組みを進めていくには、日本の全企

業の約９割を占める中小企業の存在は大きく、

先進的な事例のヒアリングによって、SR（組織の

社会的責任）という視点から企業のマネジメント

とNPOの課題意識が結びついた協働を展開する

ヒントがいくつか得られました。

　ヒアリングを終えて思うことは、「本業の営みの

中で発生した課題解決からＣＳＲが始まってい

ること」「企業活動を行っている地元を強く意識

し、地域密着で行政・市民共に行う活動が多い」

ことが特徴的でした。それはすでに「ＳＲ」を実践

している感があります。そして何より従業員が「こ

の企業に勤めてよかった」と思えるような企業に

なろうと努力されていることに深い感銘を受けま

した。（石田）

　栄えある『パートナーシップ大賞グランプリ』の受賞誠にあ
りがとうございました。
　NPOと企業がお互い“情熱”を持ち続けながら社会貢献に
取り組むことの大切さを社会に示せたことが本当によかっ
たと思います。これからも「ＮＰＯ－企業－社会」の「WIN－
WIN－WIN」の関係を大切にしながら、地域の防災力向上に
向けてクリエイターの方々とも力を合わせて取り組んでいき
たいと思います。
                     ＮＰＯ法人プラス・アーツ　理事長　永田宏和

　「一緒に親子を対象とした防災イベントをしませんか」と、
２００５年１２月に大阪から東京にかかってきた一本の電話。
プラス・アーツの永田さんからかかってきたこの電話から、
全てがはじまりました。地域の遠近ではなく、規模の大小で
はなく、社会を変えたいという「こころざし」が出会うことで、ど
んなことでも取り組むことができると、永田さんと出会って分
かりました。我々の取り組みが、これから協働を検討してい
る皆さまの参考に少しでもなればと思います。
      東京ガス㈱　広報部社会文化センター　課長　山田俊彦

三井住友海上火災保険㈱・スマイルハートクラブ・トヨタ自動車㈱
・㈱デンソー・㈱デンソーユニティサービス・シーキューブ㈱・㈱ア
バンセコーポレーション・(財）中部産業活性化センター・京阪電
気鉄道㈱

　全国の活動団体の方々が集まってお互いの活動紹介をし
合うというのは、私自身、非常に有意義なものだと感じていま
す。こども環境活動支援協会（以下LEAF）の主な活動は、地
域に根ざした持続可能な社会に向けた教育、自然体験活動
の推進、企業会員と連携した環境教育、世界の子どもたち
の環境活動を交流させる、の４つがあります。持続可能な社
会に向けた私たちＬＥＡＦの役割は何か？それは、ＰＳＣと同
じように市民・事業者・行政の三者を繋げていく、地域の中の
繋ぎ役として、様々な事業展開をしていくことです。
　その一つ、私たちが賞をいただいた事業「企業会員ができる
子ども達への環境学習支援」は、「衣」「食」「住」「エネルギー」
「びん」「文具」６つの分科会をつくり、それぞれのテーマで関
係の企業がチームをつくって、子どもたちに対して学びを支援
してきました。
　２００３年にこのプログラムを開発して現在６年目、我々の活
動は大きな節目に来ています。私たちは、地域の中で人づく
り、地域づくりを進めようと考えています。キーワードは、時代
を繋ぐ、地域を繋ぐ、世界を繋ぐ、主体を繋ぐ、課題を繋ぐ、様
々な繋がりを地域の中にどんどん投げかけていき、そこでで
きあがってきた関係性を元に、また新たな地域づくりへと発展
させていく。それが、当たり前のごとくできる社会を目指したい
と思っています。そのために、企業とＮＰＯとの連携だけでな
く、あらゆる主体のマルチパートナーシップを日常的に構築
できるような地域づくりが必要と考えます。
　ここで受賞させていただいたことをバネにして、更にステー
ジを上げたパートナーシップの事例を
創ることができれば、と思っています。

第４回パートナーシップ大賞グランプリ受賞

ＮＰＯ法人こども環境活動支援協会　
事務局長　小川雅由氏

●●●協賛企業●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

＊主な環境・ＣＳＲの取り組み

再資源化加工業務、代替原料、燃料研究・開発・販売。

環境に配慮した工法の実践。現場で廃棄物を排出しない技

術の開発。製造工程で発生する食品廃棄物のリサイクルと

消滅化。

グリーン購入体制と工程内での化学物質管理体制の整備。

産廃処理に伴う資源・エネルギーの環境影響を把握、公表。

ＥＣＯＭＯＴＩへの参画。環境ＣＳＲプロデューサー養成講座開

催。小学校の環境学習への出前授業ほか

名古屋市港区

所在地

地に足が着いたSRに感銘！地に足が着いたSRに感銘！

＜信頼されるNPOのための協働力向上セミナー＞

相互啓発でレベルアップ！

ミニ講演　第4回パートナーシップ大賞受賞その後

「パートナーシップで進めるエココミュニティ」
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第６回パートナーシップ賞【５事業】

閉鎖した自動車学校の後に、
隣の市の別の自動車学校が進
出し、合宿教習型に農作業体
験や乗馬体験等を取り入れ、入
校生が５年前の３倍に。まちの
活性化にもつながった。

企業側は、ＮＰＯの協力を得
て、住宅建築に伴う造園緑化
で、園芸種でなく、地域の生き
物にとって利用価値の高い自
生種・在来種中心に植栽する
「５本の樹」計画を展開。

小中学生を対象に、学校が利
用しやすい方式で「アートを通
じた教育」を推進。音楽家がリ
ードし全員参加のライブパフォ
ーマンスで「音楽に参加する楽
しさ」を体感することができる。

少子高齢化が進む多摩ニュー
タウンで、地元３企業と２ＮＰＯが
運営協議会をつくり、各々の特
性を活かして駅前に「子育てひ
ろば」を常設。現在は年間１万
組超の家族が訪れる。

環境に取り組むＮＰＯが人材
育成や組織マネジメント力の
強化等、組織基盤強化の取組
みを資金面で応援し、コンサ
ルティングなども行う総合的な
ＮＰＯ支援プログラム。

めずらしいビジネスモデルと思って感心して聞いていました。
最初は学生の免許は季節変動があるから大変だろうなと思っ
ていましたが、奇想天外な事業で非常に感心しました。自動車
学校さんはこの事業をきっかけに、民話の里などをまた復活さ
せるということで、新しい地域起こしに期待しています。
　 （今田忠氏　市民社会研究所所長／前日本ＮＰＯ学会会長）

審査員コメント 審査員コメント

夢に溢れてる。花の大きさや咲く時期などによって、寄ってくる
鳥や蝶々が違うことなど、楽しい話は今の世の中では非常に貴
重だと思います。地球環境や生物多様性の問題を非常に身近
な問題として感じられることも意味が大きい。そしてお互いの専
門的な知識が活かされたパートナーシップが行われています。
　　　　　　　　　　　（原田勝広氏　日本経済新聞社編集委員）
　

審査員コメント

非常に印象的だったのは、企業とNPOが協働事業を行うとき
に、激しい議論があって、それがまたプログラムを高めていっ
ているところ。協働の理想的なスタイルがここにあるなと思いま
した。今後は学術的な視点も入れて、ぜひ、研究も重ねて社
会に発表していただきたいと思います。
（嶋田実名子氏　花王㈱ｺｰﾎﾟﾚｰトｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ部門ＣＳＲ推進部長）

審査員コメント

自分たちの住む町を自分たちの手で、という取り組みに大変感
動いたしました。子どもたちに対する良き体験の提供、母親た
ちが子育てを楽しみながら、自分たちの自己実現もしていく。
ＮＰＯと企業が信頼しあっている姿が、住み続けたい街づくり
のエネルギー源になると思いました。
　　　　　（福井美知子氏　石坂線21駅の顔づくりグループ代表）

審査員コメント

企業は公器であるというお話とても胸に染み入ります。自分た
ちができることをどのような形で表せるか、そういった形が今回
の助成制度になったと思います。NPOは日ごろ助成制度に対
して足りないところをいかに形にするかを実現されていて、今後
の大きな可能性を秘めた事業だと思います。
　    （寺内昇氏　日本財団　システム統括グループ グループ長）

遠野ツーリズム体感合宿免許プログラム事業
ＮＰＯ法人遠野山・里・暮らしネットワーク
株式会社高田自動車学校

ＴＯＡ ＭＵＳＩＣ ＷＯＲＫＳＨＯＰ事業
ＮＰＯ法人子どもとアーティストの出会い
ＴＯＡ株式会社

環境ＮＰＯの組織基盤強化支援事業　
ＮＰＯ法人地球と未来の環境基金
パナソニック株式会社

多摩センター百貨店ビル子育てひろば事業
ＮＰＯ法人シーズネットワーク、ＮＰＯ法人多摩子ども劇場
新都市センター開発株式会社、多摩センター三越、
ＩＤＣ大塚家具多摩ショールーム

「５本の樹」による生物多様性保全事業　
シェアリングアース協会　　　　　　　　　　　
積水ハウス株式会社

　今田審査委員長の乾杯の音頭で懇親会がスタート。
瞬く間に会場内では名刺交換が始まり、発表者のみなさ
ん、審査員、調査スタッフや一般参加者の方々も交えて
活発に交流し、場内は次なる協働へのエネルギーがあ
ふれていました。
　和やかな中にも活気に満ちた雰囲気で、ホッとした心
地良い気分を感じました。（調査スタッフ　日下部純子）

協働の夢に乾杯！懇親会協働の夢に乾杯！懇親会
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　パートナーシップ大賞の裾野を広げようと、２００６年にはじまった
この事業は今回で３回を数えます。参加者は１００名を超え、各団
体のプレゼンテーションも格段によくなっています。全体として協働
アイデアのレベルが上がっていて、審査は大接戦となりました。
　最優秀賞となった（Ｎ）全国福祉理美容師養成協会さんの「訪問
理美容用シャンプー台開発、販売事業」は、寝たきりの人ばかりで
なく、長期入院の方にとってもすぐにも必要な、社会性の高いもの
です。参加者の声にもあったように、社会のみんなが待ち望んでい
る、期待されている事業だと思います。
　ぜひ、パートナーシップ大賞に応募できるような協働事業として
実現し、発展させていただきたいと思います。そのために、私たち
パートナーシップ・サポートセンター(PSC)も中部産業活性化センタ
ーさんとともに力を尽くしていくつもりです。

　（財）中部産業活性化センター（ＣＩＡＣ）とＰＳＣの協働による「第３回企業＆ＮＰＯ協働
アイデアコンテスト」を１２月１７日（水）名古屋栄ビルにて開催しました。このコンテスト
はＮＰＯから企業へ協働のアイデアを直接プレゼンテーションする場を設け、社会貢
献となる協働事業を育てていくことが目的です。
　ＣＩＡＣ小林専務理事の開会挨拶の後、１００名の来場者を前に、書類審査を通過し
た５アイデアをプレゼンテーション（応募総数２１アイデア）。５名の審査員（愛知県、東
邦ガス、三菱東京ＵＦＪ銀行、ＣＩＡＣ、ＰＳＣ）と来場者のみなさんの投票により、最優秀
賞は（Ｎ）全国福祉理美容師養成協会の「訪問理美容用シャンプー台開発、販売事業」
に決定しました。
　「発表者の熱い思いに引き込まれた」「いろいろな地域の課題に取り組もうとしてい
る事例を知ることができた」---交流会では、「もっと詳しく聞きたい」という企業の方々
が積極的に歓談されていました。審査結果の発表、各賞授与、講評の後、最優秀賞
を受賞した（Ｎ）全国福祉理美容師養成協会の　
赤木理事長が受賞の挨拶。「父親が闘病中に
洗髪してやれず他界してしまった…」と言葉に
詰まった姿にどれほど深い想いを抱いているか
がひしひしと伝わってきて、会場は応援の拍手
に包まれました。
　PSCはアイデアの協働実現を積極的にバック
アップしていきます。関心を持たれた方はぜひ事
務局までご連絡ください。(塩田）

　この度は、最優秀賞にお選び頂き、ありがとうご
ざいます。最終審査会にて
「実現してほしい」との多数
のご声援をいただきましたこ
とを励みに、「誰もがその人
らしく美しく過ごすことがで
きる社会の実現」に向け、
「私たちの出来ること」を探
求し、一つずつ一つずつ課
題解決に取り組んで参りた
いと思っております。
　　　　（理事長　赤木勝幸）

（Ｎ）全国福祉理美容師養成
協会　岩岡ひとみ事務局長
（左）と赤木勝幸理事長（右）

団体名 所在地 事業名 事業概要

最優秀賞
ＮＰＯ法人全国福祉
理美容師養成協会

愛知県
訪問理美容用シャンプー
台開発、販売事業

訪問理美容師・看護師・在宅介護者（家族等）は、寝たきり
の方や車いすの方の洗髪に苦労している。そこで、簡便に
利用でき、かつ安価なシャンプー台の開発・販売を目指す。

優秀賞 ＮＰＯ法人セカンドハ
ーベスト名古屋

愛知県
食料品関連企業とのフー
ドバンク協働事業

この東海地区にもフードバンクを！地元の企業が抱える
市場性のなくなった食料品の寄付を募り、それを生活困窮
者や福祉施設へ提供することで「人」と「食」を守る。

特別賞
ＮＰＯ法人ぎふＮＰＯ
センター 岐阜県

岐阜県内の使用済みペットボトルキャップを再資源化ポス
トに集め、県内のリサイクル業者に売却し、その代金を世
界の子どもたちのワクチンに換えるという「限られた地域
内循環システム」をつくる。

奨励賞

ＮＰＯ法人武豊文化
創造協会 愛知県

地球とこころに優しい環境
アート「ゆめホタル」を用い
た、環境行動啓発事業

使用済みペットボトルキャ
ップの岐阜県内再資源化
事業

太陽光パネルで充電した充電池や省エネ発光素子である
LEDを用いた環境アート「ゆめホタル」を活用して環境行動
啓発活動を実施する。小学校等での環境学習講座、家庭
へのゆめホタルの貸出しなど。

ＮＰＯ法人みえきた
市民活動センター

三重県
三重県北部にも拠点をおいて活動している大企業が、地域
の一員として社会的責任を果たすため、NPOと交流しながら
一緒に企画提案をして地域の課題解決に取り組んでいく。

メンバーズ プロジェクト－大
企業が、地域の一員として、
地域の課題を解決する－ 

●審査結果●

第３回協働アイデアコンテスト『講評』
ＰＳＣ代表理事岸田眞代

～社会からの期待が集まった「訪問シャンプー台開発」事業～

最優秀賞受賞コメント

会場の声援に感激！

▲ たくさんの方がプレゼンテーション
    に集まって下さいました。

▲ 交流会も大盛況。あちこちで和や
    かに歓談する姿が見られました。

　　   （ＣＩＡＣ＆ＰＳＣ）第３回企業＆ＮＰＯ協働アイデアコンテスト

　最優秀賞は「訪問理美容用シャンプー台開発、販売事業」に決定!!最優秀賞は「訪問理美容用シャンプー台開発、販売事業」に決定!!
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